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介護で困ったことや悩みがあるときは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇介護経験者に悩みを聞いてもらいたいときは 

 公益社団法人 認知症の人と家族の会 長崎県支部 

電話：０９５－８４２－３５９０（火曜日・金曜日 １０時～１６時） 

場所：長崎市茂里町３－２４ 長崎県総合福祉センター県棟４階 

◇利用できる介護サービスなど介護全般について相談したい 

ときは、お住まいの市町の地域包括支援センターへ 

 

電話： 

場所： 

夫の認知症が初期の頃、入浴拒否が強く、困っていました。夫の気持ちが理解できず、 

正論で立ち向かっていましたが、その強引さが夫をあおっていることに気づいていませ 

んでした。事前に病気の知識、接し方を学んでおくことが大事だと思いました。 

親は低年金で、介護に使えるお金がなく、必死で私が介護をしていました。もう親と 

死ぬしかないのかと思っていたところ、包括支援センターの人が訪問してくれて、色々 

相談に乗ってくれました。介護費や医療費を生活保護で支給してもらえることがわか 

り、その後、病院にも受診でき、介護申請も行えました。命拾いした思いです。もっと 

早く相談すればよかったと思います。 

 

     親が嫌がるので、お泊りのサービスを使わずに頑張っていました。しかし、私に入院 

が必要となり、仕方なくショートステイを利用したところ、意外にうまくいきました。 

やってみるものだと思いました。その後定期的に利用しています。親に少し優しくなれ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

制作 長崎県福祉保健部長寿社会課 長崎市尾上町 3-1 TEL 095-895-2438 

（長崎県高齢者虐待防止・身体拘束ゼロ作戦推進会議） 

協力  認知症の人と家族の会長崎県支部・地域型認知症疾患医療センター・地域包括支援センター 

 

 長崎県  包括  相談先 

◇県内の地域包括支援センター 

一覧はこちらから 

サービス

利用の 

こと 

認知症

のこと 

お金の

こと 



ご本人の日常生活状況を☑チェックしてみましょう                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの介護ストレスは？  

 

 

 

 

 

 

介護者の誰もが 

思うこと 

☐ 同じことを何度も聞いたり、 

言うことを聞かないので、 

つい叱ったり、怒鳴ったり 

して自己嫌悪になる。 

☐ 「身内の恥を知られたくない」

「自分が我慢すればいい」と 

思い、誰にも相談できない。 

食 事 排せつ 着替え・入浴 言 動 

あなたを支える 

人・サービス 

手
助
け
や
介
護
が
必
要 

☐ ケアマネジャーさんに相談 

できていますか？ 

☐  認知症の専門の先生がいる 

ことを知っていますか？ 

☐  お泊りのサービスがある  

ことを知っていますか？ 

☐ かかりつけの先生はいます

か？ 

☐ 地域包括支援センターを 

知っていますか？ 

☐ 介護保険サービスを知ってい

ますか？ 

☐ 相手のペースに振り回され、 

気が休まらない。 

☐ 介護が優先で、仕事や趣味は 

後回し、息抜きもできない。 

☐ 介護しても報われず、イライラ 

したり、いつまでこの状態が 

続くのか不安になる。 

☐ 早食いになる、あるいは 

遅くなる 

☐ 食べ物をあるだけ食べる、 

あるいはあまり食べない 

☐ 汚れた下着を隠す 

☐ 尿や便の失禁が増える 

☐ トイレの場所がわから 

なくなる 

 

☐ 入浴や着替えを嫌がる 

☐ 季節に合った服が選べ 

ない 

☐ ひとりでは戻れないのに 

外に出たがる 

☐ もの盗られ妄想がある 

☐ もうギリギリ 

☐ 自分が倒れたらどうなるの？ 

☐ 施設に入所したらお金がいくら

かかるのか？これから生活 

していけるのか不安になる。 
 

☐ 施設もたくさん種類がある

ことを知っていますか？ 

☐ 申し込みだけでもできる 

ことを知っていますか？ 

見
守
り
や
手
助
け
が
必
要 

常
に
介
護
が
必
要 ☐ 着替え・入浴が一人では 

できなくなる 

 

☐ 家族がわからなくなる 

☐ 会話が成立しなくなる 

☐ トイレをするということ 

がわからなくなる 

☐ 尿や便は失禁状態、時に 

漏れてしまう 

 

☐ 食べ物以外のものを口に 

する 

☐ 食べ方がわからなくなる 

☐ 飲み込みが悪くなる 

☐ 怒りっぽくなる 

☐ 同じことを何度も聞く 

☐ 疑り深くなる 

 

☐ トイレを流さない 

☐ トイレを汚すことが多い 

☐ 同じ服ばかり着ている 

☐ 着替えに時間がかかる 

☐ 食事をしたことを忘れる 

☐ 食べ物へのこだわりが 

強くなる 

☐ 自分以外に介護をしてくれる人がいない。 

☐ 介護や医療等のサービスを利用していない。利用する予定もない。 

☐ 買い物、掃除、食事、家族の世話などが十分できていない。 

☐ 介護について家族や身内の理解が得られていない。 

☐ 介護の悩みを聞いてくれたり、相談にのってくれる人が身近にいない。 

☐ 家計に不安があり、介護サービスにかける費用を心配している。 

☐ この先どうなるのか、将来への不安が大きい。 

☐ からだの不調や障害、療養が必要な持病がある。 

☐ 寝つけない。寝ていても急に目が覚めてしまう。 

☐ ささいなことでイライラしたり、不安に思うことが増えた。 

介護者が心身ともに疲れきってしまう前に、一息入れる 

ことが介護を続ける秘訣です。 

介護は一人ではできません。 

介護で困ったことや悩みがあるときは、身近な相談機関に

相談しましょう。 

（県内の地域包括支援センター一覧のQRコードは裏面にあります） 

早めの相談やサービスの利用が 
高齢者本人と介護者を救います 

 

 


